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Ⅰ 研究主題 

 

 

 

 

 

Ⅱ 主題設定の理由 

１ 学習指導要領から 

  算数・数学科の目標は，「知識及び技能」，

「思考力，判断力，表現力等」，「学びに向

かう力，人間性等」の三つの柱に基づいて

示されている。また，それら数学的に考え

る資質・能力全体を「数学的な見方・考え

方を働かせ，数学的活動を通して」育成す

ることを目指すこととしている。 

そのために，「主体的・対話的で深い学び」

の実現に向けた授業改善を推進することが

求められている。 

さらに，各教科等の「第３ 指導計画の

作成と内容の取扱い」では，単元や題材な

ど内容や時間のまとまりを見通して，その

中で育む資質・能力の育成に向けて，「主体

的・対話的で深い学び」の実現に向けた授

業改善を進めることが示されている。 

その際， ６点に留意して取り組むことが

重要であると記載されている。中でも，次

の点について意識した授業構想を行うこと

が，ねらいを明確にした授業づくりをする

上で，必要であると考える。 

エ １回１回の授業で全ての学びが実現さ

れるものではなく，単元や題材など内容

や時間のまとまりの中で，学習を見通し

振り返る場面をどこに設定するか，グル

ープなどで対話する場面をどこに設定す

るか，児童生徒が考える場面と教師が教

える場面をどのように組み立てるかを考

え，実現を図っていくものであること。 

【学習指導要領（平成 29年告示）各解説 p.4〔p.5〕】 

※「特別の教科道徳」を除く 

２ 盛岡市学力向上推進事業から 

令和２年度盛岡市学力向上推進事業では，

「児童生徒一人一人の達成感の向上を目指

した授業改善」のために，「主体的・対話的

で深い学びを促す教師の関わり」という方

向性が示されている。 

重点として，「課題解決の過程において，

考えを深める学び合いを保障する」を掲げ，

児童生徒が「考えを深める」ために，教師

が単元及び単位時間のねらいを明確にした

授業づくりに基づき，児童生徒に対して適

切な関わりをすることが重要であると考え

る。 

３ 昨年度の算数・数学班の研究員研究から 

昨年度の同主題の研究により「単元や題

材など内容や時間のまとまりを意識した授

業構想」により，ねらいを明確にした授業

づくりができることを明らかにできた。一

方，教材研究や授業づくりに当たっては，

領域や学年，校種を越えた学びのつながり

といった更に広い視野が大切であることや，

単元の学習が進むにつれて，児童生徒の主

体的な学びを保障していくことが課題とし

て挙げられている。 

 

 以上のことから，本研究では，算数・数学

科の学習指導において，「単元や題材など内容

算数・数学科におけるねらいを明確にした授業づくりの在り方に関する実践研究 

～単元や題材など内容や時間のまとまりを意識した指導計画の工夫に基づく授業構想～ 
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や時間のまとまりを意識した授業構想」に「指

導計画の工夫」を加えることで，指導と評価

の一体化を実現し，ねらいを明確にした授業

づくりの在り方をより明らかにできると考え

た。 

 

Ⅲ 研究目的 

どのような数学的な見方・考え方を働かせ，

どのような数学的活動を通して，どのような

数学的に考える資質・能力を育むのかという

ねらいを明確にした授業づくりの在り方を明

らかにする。 

 

Ⅳ 研究仮説 

算数・数学科の授業づくりにおいて，「主体

的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業

改善を進めるために，単元や題材など内容や

時間のまとまりを意識した指導計画の工夫に

基づく授業構想をすることにより，ねらいを

明確にした授業づくりとなり，児童生徒の資

質・能力のよりよい育成につながるであろう。 

 

Ⅴ 研究内容と方法 

１ 研究の内容 

 (1) 新学習指導要領について 

 (2) 単元や題材など内容や時間のまとまり

を意識した指導計画の工夫に基づく授業

構想について 

 (3) ねらいを明確にした授業づくりについ

ての考察 

２ 研究の方法 

 (1) 理論研究 

  ・ 新学習指導要領について 

  ・ 単元や題材など内容や時間のまとま

りを意識した指導計画の工夫に基づく

授業構想について 

 (2) 実践研究 

  ・ 授業構想 

・ 授業実践 

・ 考察 

 

Ⅵ 研究計画 

１ 班会議 

 ・ 研究主題及び副題について 

 ・ 研究内容と方法について 

 ・ 理論研究 

 ・ 各実践について 

２ 授業構想及び授業実践 

３ 考察 

 

Ⅶ 研究の組織 

役職 氏名 所属 

班 長 沼川 卓也 緑が丘小学校 

副班長 菊池 貴洋 黒石野中学校 

 石亀 雅哉 河北小学校 

 山田 奈美子 玉山中学校 

 

Ⅷ 研究の実際 

※【 】内は，学習指導要領解説算数・数学編の掲載頁 

１ 新学習指導要領について 

(1) 算数・数学科の目標【小 p.21 中 p.20】 

数学的な見方・考え方を働かせ，数学

的活動を通して，数学的に考える資質・

能力を次のとおり育成することを目指す。 

  ア 算数科【小 p.21】 

(ｱ) 数量や図形などについての基礎的 

・基本的な概念や性質などを理解す

るとともに，日常の事象を数理的に

処理する技能を身に付けるようにす

る。 

(ｲ) 日常の事象を数理的に捉え見通し 

をもち筋道を立てて考察する力，基
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礎的・基本的な数量や図形の性質な

どを見いだし統合的・発展的に考察

する力，数学的な表現を用いて事象

を簡潔・明瞭・的確に表したり目的

に応じて柔軟に表したりする力を

養う。 

(ｳ) 数学的活動の楽しさや数学のよさ 

に気付き，学習を振り返ってよりよ

く問題解決しようとする態度，算数

で学んだことを生活や学習に活用し

ようとする態度を養う。 

  イ 数学科【中 p.20】 

(ｱ) 数量や図形などについての基礎的 

な概念や原理・法則などを理解する

とともに，事象を数学化したり，数

学的に解釈したり，数学的に表現・

処理したりする技能を身に付けるよ

うにする。 

(ｲ) 数学を活用して事象を論理的に考 

察する力，数量や図形などの性質を

見いだし統合的・発展的に考察する

力，数学的な表現を用いて事象を簡

潔・明瞭・的確に表現する力を養う。 

(ｳ) 数学的活動の楽しさや数学のよさ 

を実感して粘り強く考え，数学を生

活や学習に生かそうとする態度，問

題解決の過程を振り返って評価・改

善しようとする態度を養う。 

２ 単元や題材など内容や時間のまとまりを

意識した指導計画の工夫に基づく授業構想

について 

(1) 指導の評価と改善 

（学習指導要領第１章総則 第３教育課程の実

施と学習評価 ２学習評価の充実） 

   児童（生徒）のよい点や進歩の状況な

どを積極的に評価し，学習したことの意

義や 価値を実感できるようにすること。

また，各教科等の目標の実現に向けた学

習状況を把握する観点から，単元や題材

など内容や時間のまとまりを見通しなが

ら評価の場面や方法を工夫して，学習の

過程や成果を評価し，指導の改善や学習

意欲の向上を図り，資質・能力の育成に

生かすようにすること。 

(2) 主体的・対話的で深い学びの実現に向

けた授業改善について 

（学習指導要領解説算数・数学編 

【小 p.323 中 p.162～163】） 

主体的・対話的で深い学びは，必ずしも

１単位時間の授業の中で全てが実現される

ものではない。単元など内容や時間のまと

まりの中で，例えば，主体的に学習に取り

組めるよう学習の見通しを立てたり学習し

たことを振り返ったりして自身の学びや変

容を自覚できる場面をどこに設定するか，

対話によって自分の考えなどを広げたり深

めたりする場面をどこに設定するか，学び

の深まりをつくりだすために，児童（生徒）

が考える場面と教師が教える場面をどのよ

うに組み立てるか，といった視点で授業改

善を進めることが求められる。また，児童

（生徒）や学校の実態に応じ，多様な学習

活動を組み合わせて授業を組み立てていく

ことが重要であり，単元（など）のまとま

りを見通した学習を行うに当たり基礎とな

る「知識及び技能」の習得に課題が見られ

る場合には，それを身に付けるために，児

童（生徒）の主体性を引き出すなどの工夫

を重ね，確実な習得を図ることが必要であ

る。 

(3) 主体的・対話的で深い学びの視点から

の授業改善と評価について 
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（「指導と評価の一体化」のための学習評価に関す

る参考資料【小 p.5 中 p.5】） 

  指導と評価の一体化を図るためには，児

童生徒一人一人の学習の成立を促すための

評価という視点を一層重視し，教師自らが

指導のねらいに応じて授業での児童生徒の

学びを振り返り，学習や指導の改善に生か

していくことが大切である。すなわち，平

成 29 年改訂学習指導要領で重視している

「主体的・対話的で深い学び」の視点から

の授業改善を通して各教科等における資

質・能力を確実に育成する上で，学習評価

は重要な役割を担っている。 

 

以上の理論研究を踏まえ，授業づくりに

当たっては，次のことに取り組むこととし

た。 

 ◆「『指導と評価の一体化』のための学習評

価に関する参考資料」に示されている考

え方や手順等に沿って「単元の評価規準」

を作成する。 

 ◆単位時間の目標については，どのような

数学的な見方・考え方を働かせ，どのよ

うな数学的活動を通して，どのような数

学的に考える資質・能力を育むのかとい

う形で具体的に設定する。 

 ◆単位時間の目標に応じて，評価項目の精

選と，記録に残す評価場面の精選を行い，

観点に応じた適切な評価方法の選択と，

各時間における評価場面を精選した「指

導と評価の計画」を作成する。 

 

また，「指導と評価の計画」の作成に当た

っては，教科書会社が示す指導計画例を柔

軟に扱うこととし，教科書が示す単位時間

の学習内容の合体や発展等についても探っ

ていくこととした。 

【参考：学習評価の進め方】 

 

（「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する

参考資料【小 p.37 中 p.35】） 

 



5 

 

 

 

 

１ 指導構想 

(1)   内容のまとまり 

第２学年「Ｂ 図形」（１）三角形や四角形などの図形ア，イ 

(2)  単元の目標 

ア【知識・技能】 

三角形や四角形，直角，長方形，正方形，直角三角形の意味や性質を理解するとともに，

紙を折って直角，正方形，長方形，直角三角形を作ることができる。 

イ【思考・判断・表現】 

辺や頂点など図形を構成する要素に着目し，三角形や四角形，長方形や正方形などの特

徴を見いだしている。 

ウ【主体的に学習に取り組む態度】 

身の回りにあるものの形の中から，三角形や四角形，長方形や正方形などの特徴を見つ

け図形としてとらえ，数学的に表現・処理したことを振り返り，数理的な処理のよさに気

づき今後の生活や学習に活用しようとしている。 

(3)  単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 三角形や四角形，直角，長

方形，正方形，直角三角形

の意味や性質を理解して

いる。 

② 紙を折って紙を折って直

角や正方形，長方形，直角

三角形を作ることができ

る。 

① 辺と頂点の数に着目し，図

形を弁別したりかいたり

する方法を考え，説明する

ことができる。 

② 図形の置かれた位置に関

係なく，長方形や正方形，

直角三角形の意味や性質

を見出し，説明することが

できる。 

③ 方眼を利用した長方形，正

方形，直角三角形のかき方

を，方眼の仕組みや図形の

性質に着目して考え，作図

することができる。 

④ 学習内容を適切に活用し

て筋道立てて考え，問題を

解決することができる。 

① 図形の辺や頂点の数に着

目して，図形を分類しよう

としている。 

② 身の回りにあるものの形

の中から直角を見つけよ

うとしている。 

 

(4)  指導と評価の計画（11時間） 

本単元では，三角形や四角形，直角，長方形と正方形，直角三角形の意味や性質について

理解し，これらを用いて図形を弁別したり，特徴を見いだしたり，図形を書いたりすること

を学習する。第１学年「かたちづくり」の学習では，具体物の中の形のみに着目して，三角

形や四角形の初歩的概念に触れてきたが，第２学年では辺や頂点など図形を構成する要素に

実践① 盛岡市立河北小学校 第２学年「長方形と正方形」 

指導者 石亀 雅哉 
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着目して三角形や四角形，長方形や正方形などの特徴を見いだし，それぞれの図形の意味や

性質を理解していくことになる。 

   本単元の指導に当たっては，図形に関する用語や意味を，実感をもって理解していくこと

ができるようにするために操作活動を大切に行っていきたい。また，辺，頂点，角といった

図形の構成要素に着目させ，図形の意味や性質に基づいて考える力，及び考えようとする態

度を育てていきたい。 

   そこで，本単元の指導計画に次のような工夫を加える。 

   ◆三角形と四角形の学習では，辺と頂点の数に着目して図形を分類したり，弁別したりす

る活動に重点を置き，実感を伴った理解を促す。 

   ◆長方形と正方形の学習では，辺の長さや角の大きさ（直角）に着目して辺の長さを比べ

たり，三角定規で直角を調べたりする活動に重点を置き，図形の特徴を捉えられる見方

を育てる。 

   ◆長方形，正方形，直角三角形の特徴についての理解を確かなものにするために，それぞ

れの図形の特徴を比較して同じところや違うところをつかませる。 

時

間 
目     標 

評価規準（評価方法） 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

１ 

・ 

２ 

辺や頂点の数に着目し，図形を分類

する活動を通して，三角形，四角形

の意味や性質を理解する。 

・知① 

（行動観察） 

・思① 

（行動観察） 

○態① 

（行動観察） 

３ 辺や頂点の数に着目し，図形を弁別

する活動などを通して，三角形，四

角形についての理解を確実にする。 

・知① 

（行動観察， 

ノート分析） 

４ 直角に着目し，身の回りから直角を

見つける活動を通して，直角を理解

する。 

・知①② 

（行動観察） 

 ・態② 

（行動観察） 

５ 長方形の構成要素に着目し，長方形

の特徴を調べる活動を通して，長方

形の意味や性質を理解する。 

○知① 

（行動観察） 

○思② 

（行動観察） 

６ 

本

時 

正方形の構成要素に着目し，正方形

の特徴を調べる活動を通して，正方

形の意味や性質を理解する。 

７ 構成要素に着目し，長方形，正方形

を対角線で分割してできた三角形

を調べる活動を通して，直角三角形

の意味や性質を理解する。 

８ 方眼の仕組みや図形の性質に着目

し，方眼を利用した長方形，正方形，

直角三角形のかき方を考える活動

を通して，作図する。 

○知② 

（行動観察， 

ノート分析） 

・思③ 

（行動観察） 
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９ 単元の学習の活用を通して事象を

数理的にとらえ論理的に考察し，問

題を解決する。 

 ・思④ 

（行動観察， 

ノート分析） 

○態② 

（行動観察） 

10 練習問題への取り組みを通して，単

元の学習内容の習熟・定着を図る。 

◯①   

11 学習内容の定着を確認するために，

単元テストに取り組む。 

○①② 

（単元テスト） 

○①②③④ 

（単元テスト） 

 

(5)  本時の指導（６／11時目） 

ア 板書計画案 

 

 

 

 

 

①かど           ②へん 

 

 

 

 

直角       直角 

 

 

直角       直角 

イ 主な発問と指導上の留意点（※） 

＜問題提示＞ 

長方形の紙をおって切

ります。アを開いてできた

四角形の形を調べましょ

う。 

※児童全員に，実際に紙を折

って切り取らせる。 

Ｔ：今日は，長方形の紙を折

って切り取った四角形につ

いて調べていきます。どん

な特徴がありそうですか。 

Ｃ：４つの角が直角になって

いそう。 

Ｃ：辺の長さがみんな同じ。 

Ｔ：まだはっきりとは分から

ないけれど，前の時間のよ 

 うに調べていけば特徴がは

っきり分かりますね。 

＜学習課題設定＞ 

切り取ってできた四角形

の特徴を調べよう。 

Ｔ：直角かどうかは，どうす

ればはっきりしますか。 

Ｃ：角の形を調べます。 

Ｃ：三角定規を使って，角の

形が直角になっているかど

うかを調べます。 

Ｔ：辺の長さが等しいかどう

かは，どうすればはっきり

しますか。 

Ｃ：辺の長さを調べます。 

Ｃ：長方形のときのように紙 

 を折って調べてみます。 

Ｃ：折ったときに辺を合わせ

てみます。 

Ｔ：まず，角の形を調べます。

三角定規で角の形が直角か

どうかを調べます。次に，

辺の長さを調べます。辺の

長さは紙を折って長さを比 

べて調べます。 

＜自力解決＞ 

Ｔ：まず，角の形について分

かったことを教えてくださ

い。 

Ｃ：４つの角がみんな直角に

なっていました。 

Ｔ：どんなふうに調べました 

○問長方形の紙をおって 

切ります。アをひらい 

てできた四角形の形を 

しらべましょう。 

○課切ってできた四

角形のとくちょう

をしらべよう。 

○ま４つのかどがみんな直角で，４

つのへんの長さがみんな同じにな

っている四角形を正方形という。 

むかいあっている

へんの長さが同じ 

となりあっている

へんの長さが同じ 

４つのかどが， 

みんな直角 

＊教科書 p111の練習問 

題に取り組む。 

 

・正方形はどれですか。 

・正方形であるわけを説 

明しましょう。 

ア 



8 

 

か。やってみせてくれるか

な。 

Ｃ：三角定規で直角になって

いる角を，この四角形のか

どに当てて調べました。 

Ｔ：次は，辺の長さです。調

べて分かったことを教えて

ください。 

Ｃ：折ってみたら，向かい合

っている辺同士がぴったり

でした。 

Ｃ：となり合っている辺を折

って合わせてみたら，ぴっ

たり合っていたので同じ長

さだと思いました。 

※４つの角の形がみんな直角

になっていること，４つの

辺の長さがみんな同じこと

を実際に調べてみて全体で

確かめる。 

Ｔ：調べて分かったことを整

理します。今日のアの四角

形は，４つの角の形がみん

な直角で，４つの辺の長さ 

がみんな同じになっている

ことが分かりました。実は，

今日調べた四角形には名前

があります。この四角形は

正方形といいます。みんな

でいってみましょう。 

Ｃ：正方形。 

Ｔ：今日，調べて分かったこ

とをもとに正方形の特徴を

まとめます。 

＜学習のまとめ＞ 

４つの角がみんな直角

で，４つの辺の長さがみん

な同じになっている四角形

を正方形という。 

Ｔ：前に学習した長方形の特

徴と同じところはありまし

たか。 

Ｃ：今日，調べた四角形と長 

方形は４つの角の形がみん

な直角になっているところ

です。 

Ｔ：違うところはありますか。 

Ｃ：長方形は向かい合ってい 

る辺の長さが同じでした。

でも，今日の四角形は４つ

の辺の長さがみんな同じに

なっていました。 

Ｔ：前に学習した長方形と今

日学習した正方形の同じと

ころや違うところをはっき

りさせられました。特徴を

比べられました。 

※前の時間に学習した長方形

の特徴と比較することで，

正方形の特徴について理解

を促す。また，長方形の特

徴について理解を確かなも

のにする。 

＜練習問題＞ 

・正方形はどれですか。 

・わけを教えてください。 

※答えを確かめた後に，なぜ

正方形だということができ

るのか，そのわけを説明さ

せる。 

＜振り返り＞ 

 

２ 授業実践 

 

(1) 当日の板書記録 
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(2)  授業の実際と考察 

  ア 図形の特徴の調べ方を見通す活動 

    問題把握後，児童に長方形の紙を

配付し，実際に紙を折って切り取ら

せた。このような活動は，本時だけ

でなく単元全体を通して時間を確保

した。一人一人に作業させたことで

実感を伴った図形の理解につながっ

たと考えられる。 

 

その後，切り取ってできた四角形

はどのような図形なのか，特徴を調

べるための着目点を聞いてみた。前

時に長方形の特徴を調べる授業を行

っていたため，児童から「角の形」

と「辺の長さ」について調べればよ

いことが出された。調べ方として，

角の形は三角定規の直角を使って，

辺の長さが等しいことは紙を折って

調べられることを確認した。しかし，

見通す活動で，より具体的に調べる

方法や結論を判断する仕方まで話し

合っておくことが大切であった。例

えば，辺の長さについて紙を折って

ぴったりと重なった場合，どことど

この辺の長さが等しいといえるのか

まで全体で確認しておくべきであっ

た。また，児童から「４つの辺の長

さが同じだと思う」という発言があ

った。その際，４つの辺の長さが等

しいことを，どのようにしたら調べ

られるかまで全体に考えさせていれ

ば見方・考え方を育てる機会になっ

たと考えられる。 

  イ 図形の特徴を調べる活動 

    角の形が直角かどうかを三角定規

で調べることから始まった。切り取

った四角形の角に三角定規の直角部

分を当て，４つの角がすべて直角に

なっていることが確かめられた。角

の部分が直角であることを示すため

に，児童が辺をなぞって説明してい

たことから直角をしっかり理解して

いると見とることができた。 

    次に，辺の長さが等しくなってい

るかどうか紙を折って調べた。前時

の活動をもとに，向かい合っている

辺の長さが等しいことは全体で確か 

 

 

 

 

   められた。その後，ある児童が正方

形を対角線で折ってできた直角三角

形を，さらに折ってできた直角三角

形の１つの辺が重なることから，隣

り合う辺の長さが等しくなることを

説明した。この調べ方であれば，折

って重なった部分が正方形の隣り合 

 

 

 

 

う辺となる。児童全員の前で示して

見せたが，十分な理解へとはつなが

らなかった。重なった部分に色をつ

けてから広げ，隣り合った辺の長さ

が等しいことを視覚的に確認するこ

とができていればよかった。また，

向かい合った辺の長さが等しいとい
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う結論をもとに，２つの正方形を重

ね合わせることで隣り合った辺の長

さが等しいことを児童に発見させら

れたのではないかと考える。 

  ウ 問題解決過程を振り返る活動 

    本時は，折って切り取った四角形

が正方形であり，調べたことをもと

に以下のように特徴をまとめた。 

４つの角がみんな直角で，４つの辺

の長さがみんな同じになっている四

角形を正方形という。 

    まとめる際に，本時の問題解決の

過程を振り返り，どのような活動を

通して正方形の特徴を見出すまでに

至ったかを確認した。図形を調べる

時の見方や考え方のよさとともに問

題解決の過程を意識付けることがで

きた。 

  エ 長方形と比較する活動 

まとめの後，前の時間に学習した

長方形の特徴と比較する活動に取り

組んだ。正方形の特徴について理解

を促すとともに，長方形の特徴につ

いての理解をより確かになると考え

たからである。児童からは長方形と

同じ特徴について以下の発言があっ

た。 

・４つの角がみんな直角。 

・向かい合っている辺の長さが同じ。

また，正方形にしかない長方形と

違う特徴については以下の発言が

あった。 

・４つの辺の長さがみんな同じ。 

これらから，長方形と正方形の特

徴について，それぞれの図形の理

解を促すことができたと考えられ

る。 

    最後に，４つの四角形の中から正

方形を見つける問題に取り組んだ。

ただ見つけて終わるのではなく，な

ぜ正方形といえるのか理由も考えさ

せ，本時で調べてわかったことを生

かしながら説明させることができた。

時間があれば，正方形でない図形に

ついての理由も考えさせたかった。 

 

３ 成果と課題 

(1) 成果 

  ア 指導計画の工夫を通して 

   ・辺や頂点の数に着目して図形を弁

別したり，角の形や辺の長さとい

った構成要素に着目して調べたり

する中で図形に対する見方を育て

られた。 

   ・毎時間，問題解決の過程を振り返

ることで学習内容の理解を促すだ

けでなく，解決を図るための見方

や考え方を確認して数学的な見

方・考え方を育てていくことがで

きた。 

  イ 本時の授業について 

   ・長方形と正方形の特徴を比較する

ことで，それぞれの図形の理解を

促すことができた。 

(2) 課題 

ア 本時の授業について 

   ・図形の特徴を調べる際，見通しは

調べる方法や結論を判断する仕方

など，ある程度具体的なところま

で扱う必要があった。 

 

 

 

 

＋ 
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実践②  盛岡市立緑が丘小学校 第６学年「比例と反比例」  

指導者 沼川 卓也 

１ 指導構想 

(1)内容のまとまり 第６学年「C変化と関係」（１）比例ア，イ  

(2)単元の目標 

ア【知識・技能】 

比例の関係の意味や性質，比例の関係を用いた問題解決の方法，反比例の関係につ

いて理解している。 

イ【思考・判断・表現】 

伴って変わる二つの数量を見いだして，それらの関係に着目し，目的に応じて表や

式，グラフを用いてそれらの関係を表現して，変化や対応の特徴を見いだしている。 

ウ【主体的に学習に取り組む態度】 

伴って変わる二つの数量について，数学的に表現・処理したことを振り返り，多面

的に捉え検討してよりよいものを求めて粘り強く考えたり，数学のよさに気付き学習

したことを生活や学習に活用したりしようとしている。 

(3)  単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 比例の関係の意味や性質

を理解している。 

② 比例の関係を用いた問題

解決の方法について知っ

ている。 

③ 反比例の関係について知

っている。 

① 比例の関係にある二つの

数量について，変化や対応

の特徴を見いだすことが

できる。 

② 比例の関係を用いて問題

を解決する際に，目的に応

じて，式，表，グラフなど

の適切な表現を選択して，

変化や対応の特徴を見い

だすことができる。 

③ 反比例の関係にある二つ

の数量について，変化や対

応の特徴を見いだしたり，

式で表現したりすること

ができる。 

④ 比例と反比例の関係を生

かして問題を解決するこ

とができる。 

① 生活や学習に，比例が活用

できる場面を見付け，能率

のよい処理の仕方を求め，

積極的に比例の関係を生

かしていこうとしている。 

② 問題解決の方法や結果を

評価し，必要に応じて，目

的により適したものに改

善していこうとしている。 

(4)  指導と評価の計画（16時間） 

本単元では，比例の関係の意味や性質，比例の関係を用いた問題解決の方法，反比例に

ついて知るとともに，日常生活において，伴って変わる二つの数量を見いだし，それらの

関係に着目し，目的に応じて表や式，グラフを用いて変化や対応の特徴を考察し，問題を

解決する力を伸ばしていくことをねらいとしている。また，考察の方法や結果を振り返っ

て，解決の質的な改善をめざして多面的に考察しようとしたり，処理のよさを見いだし，

方法や結果を今後の生活に生かそうとしたりする態度を養うことも大切にしていきたい。

本単元の指導に当たっては，中学校で具体的な事象の中から伴って変わる二つの数量を取

り出して，その変化や対応の仕方に着目し関数関係の意味を学習することを視野に入れて

指導していきたい。そこで，本単元の指導計画に次のような工夫を加える。 

◆比例と反比例の事象や性質の比較 

比例においても反比例においても，日常の事象における伴って変わる二つの数量の関係

を見いだすことを重視し，関数の考えを伸ばす。その上で，二つの数量の関係に着目し，

比例と反比例の関係にある事象や，比例と反比例の表や式グラフ等の性質を比較し，比例
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と反比例が対応関係になっていることを見出すことができるようにする。 

◆中学校の「関数」領域との接続 

比例や反比例の性質を導く際に，一次関数や二次関数の表や式やグラフを提示し，比例

や反比例の性質とは異なることを説明する数学的活動を単元の中で実態に応じて取組み，

中学校の「関数」領域の学習の素地を形成する。 

時

間 
目 標 

評価規準（評価方法） 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に

取り組む態度 

１ 

 

比例の性質である変化の関係に着目

し，整数倍と同様に小数倍や分数倍に

なっているかどうかを確かめる数学的

活動を通して，比例の性質を𝒳と𝒴の２

つの数量の変わり方の割合が等しくな

ると捉える。 

・知① 

(行動観察) 

 

・思① 

（発言内容，ノート記述） 

 

２  

３ 

 

比例の性質である対応の関係に着目

し，比例関係を式に表す数学的活動を

通して，𝒴が𝒳に比例するとき，𝒴＝決

まった数×𝒳と表せることを理解する。 

・知① 

(行動観察) 

 

○思① 

（発言内容，ノート記述） 

 

４ 

 

５ 

 

比例の関係にある𝒳の値と𝒴の値の関

係に着目し，２つの数量関係をグラフ

に表して考察する数学的活動を通し

て，比例のグラフの特徴を理解する 

・知① 

(行動観察,

適用問題) 

  

 

 ６ 

 

７ 

 

比例関係にある２つの数量の関係に着

目し，２つの比例のグラフを１つにま

とめたグラフとそれぞれに示したグラ

フを比較する数学的活動を通して，２

つの比例のグラフを１つにまとめたグ

ラフを活用して問題解決をするよさを

考察し，表現する。 

 ・思② 

（発言内容，ノート記述） 

８ 

 

比例関係がある日常の事象に着目し，

比例関係を活用した問題解決の方法を

見出す数学的活動を通して，表や式を

用いて考察し表現する。 

・知② 

(行動観察) 

○思② 

（発言内容，ノート記述） 

 

９ 

 

10 本単元で拡張した比例の性質に着目

し，学習内容を適用して問題を解決す

る数学的活動を通して，自己の学びを

評価する。 

○知①② 

(行動観察) 

 ○態① 

(行動観察， 

振 り 返 り

記述) 
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11 

 

 

比例の性質との共通点や相違点に着目

し，反比例と比例の性質を比較する数

学的活動を通して，反比例の概念を捉

える。 

・知③ 
(行動観察) 

 

・思③ 

（発言内容，ノート記述） 

 

12 

 

 

反比例の性質である変化の関係に着目

し，反比例と比例の性質を表の𝒳の値と

𝒴の値に見出し比較する数学的活動を

通して，反比例の性質において𝒳と𝒴の

２つの数量の変わり方の割合は逆数の

関係になると捉える。 

13 

 

 

反比例の性質である対応の関係に着目

し，比例関係の立式と反比例関係の立

式とを関連付ける数学的活動を通し

て，𝒴が𝒳に反比例するとき，𝒴＝決ま

った数÷𝒳と表せることを理解する。 

・知③ 
(行動観察) 

○思③ 

（発言内容，ノート記述） 

 

14 

本

時 

 

 

反比例の関係にある𝒳の値と𝒴の値の

関係に着目し，２つの数量関係をグラ

フに表して，反比例のグラフと比例の

グラフと比較する数学的活動を通し

て，反比例のグラフの特徴を理解する。 

・知③ 
(行動観察) 

  

  

 

15 本単元を通しての２つの数量の関係で

ある比例の性質や反比例の性質に着目

し，学習内容を適用して問題を解決す

る数学的活動を通して，数学的な見

方・考え方を振り返り自己の学びを評

価する。 

○知①②

③ 
(単元テス

ト) 

  

16  ○思④ 

（発言内容，ノート記述） 

○態② 

(振り返り

記述) 

 

(5) 本時の指導（14／15時目） 

ア 板書計画案 
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イ  主な発問と指導上の留意点（※） 

＜問題把握・見通し＞ 

T：今日は反比例のグラフの

特徴をまとめます。どのよ

うなグラフになると思い

ますか。 

C：右下がりの直線になると

思います。 

C：いや直線にはならないと

思います。 

T：どうしてそのような予想

を立てたのですか？ 

C：比例のときは右上がりの

直線だったから，反比例

は，その逆になると思った

からです。 

T：では，今日は比例グラフ

の特徴と比較しながら，反

比例のグラフの特徴を調

べていきましょう。 

 

＜課題把握＞ 

比例のグラフと比べて，反

比例のグラフの特徴をま

とめよう。 

T：反比例の表の𝒳と𝒴の点を

とっていきましょう。 

できたら，どのような特徴

になるかまとめましょう。 

 

＜自力解決１＞ 

 

＜学び合い１＞ 

T：（全体でグラフ上に点をと

り結果について確認す

る。）どのような特徴があ

りましたか？ 

C：点の集合は比例のときみ

たいに直線にはならない。

曲線みたいになる。 

C：滑らかに下に下がる曲線。 

C：比例のときとは違って０     

の点は通らない。 

T：たしかに，比例のグラフ

とは違って，０の点を通ら

ない曲線になりそうです

ね。（板書で整理する。） 

T:ではどのような曲線にな

るか，さらに調べましょ

う。どのように調べます

か。 

C：表にはない，𝒳の値のと

きの𝒴の値を求めて，点と

点の間を調べてみれば良

い。 

C：比例のときように，グラ

フの点を増やせば点の集

合が見えてどんな曲線か

分かる。 

T：では，自分で𝒳の値を決

めて，𝒴の値を求めて，点

をとり，どんな曲線になる

か調べましょう。 

 

＜自力解決２＞ 

 

＜学び合い２＞ 

T：（複数の子どもの数の点を

とって結果を確認する。） 

C：予想した通り，曲線にな

る。𝒳が大きくなればなる

ほど，𝒴は小さくなって，

０に近付いていく。 

T：𝒳の値をこのままずっと

大きくしていくと，曲線は

横軸に交わることはあり

ますか。 

C：𝒳を 100にしたとしても，

𝒴は 0.12 だから𝒴は０に

ならないから横軸に交わ

らない。 

C：𝒳を 1000にしたとしても，

12÷1000＝0.012 だから０

にはならない。だけど，い

つかは０になる。 

C：それはないよ。だって１

分あたりにいれる量がど

んなに多くなったとして

も，水を入れる時間が０秒

だったら，満杯になるはず

がないから，𝒴＝０にはな

らないよ。 

T：ということは，曲線は横

軸には交わらないという

ことですね。今までのこと

をまとめると，反比例のグ

ラフはどのような特徴が

ありますか？ 

C：０の点を通らない曲線で，

曲線は横軸とは交わらな

い。 

T：では，グラフを確認して

みましょう。（GEO GEBRE） 

確かに，０の点を通らない

曲線で，曲線は横軸とは交

わっていないですね。 

 

＜まとめ＞ 

反比例のグラフは，０の点

を通らない曲線になる。 

(曲線は横軸と交わらな

い。） 

 

＜板書での振り返り＞ 

 

＜学習感想での振り返り＞ 
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２ 授業実践 

(1)   当日の板書記録 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)   授業の実際と考察 

ア グラフの特徴について調べる活動 

   𝒳に対応する𝒴の値がどちらも整数値

の組み合わせである６つの点をとり，直

線にならないことを見いだすことがで

きた。また，𝒳の整数の間の数値を自ら

設定して対応する𝒴の値を求めて点を

とり，曲線になることを調べる子どもが

多くいた。 

直線ではなく曲線になると考える子

どもが多かったが，とった点を折れ線グ

ラフのように定規でつなぎ合わせる子

どもが複数名いたことから，曲線の捉え

を確認する必要があった。「どんな曲線

になるのかな？」「折れ線グラフのよう

なガキガキと曲がる線になるのかな？」

等の発問で考えさせ，「反比例のグラフ

は，点と点を定規で結ばない」という理

解させるべきであった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ グラフが𝒳軸に交わるかどうかを調

べる活動 

曲線になることを見いだした後で

「𝒳の値を大きくしていくと点はいつ

か横軸に接するかどうか（𝒴の値は０

になるかどうか）」を考えさせた。 

授業では，グラフ用紙上に点をうつ

ことのできない𝒳の値について考える

姿 が 見 ら れ た 。 𝒳 の 値 が

100,1000,10000 のときの𝒴の値を求め

た子どもの反応の受け，「このまま

10000 より𝒳の値を大きくしていくと，

曲線は交わるのだろうか？」と発問し

たところ，𝒴の値は，限りなく０には

近付くが𝒳軸には交わらないことを見

いだすことができた。 

振り返りでは，「𝒳の値が１～０の間

になると，𝒴の値が 12より大きくなっ

ていくから，(0,0)と(1,12)の点を結ぶ

直線上に点がうてないから正しくない」

という友達の考えと，この活動で考え

たことを関連付けて，𝒴軸にグラフが

交わるかどうかを考察する子どもも見

られた。 
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ウ 指導計画の工夫（比例のグラフについての指導） 

 

 

 

 

 

 

 

 

比例のグラフの学習の際には，本時の

反比例のグラフの学習を見据えて「グラ

フが， 𝒳の値とそれに対応する Yの値の

点の集合であること」を大切して指導を

した。（上の写真参照）このことにより，

本時では，比例のグラフの特徴を根拠に

して，反比例のグラフについて考えを広

げたり深めたりすることができた。 

エ 比例と反比例を比較する活動 

反比例の学習全体を通して，比例の意

味や性質，式，グラフの特徴等と比較し

ながら授業を進めた。このことにより，

比例について調べた活動をもとに，新た

な問題を発見するなど，主体的に学びに

向かう姿が多数見られた。また，単元末

の大きな振り返りでは，比較して考える

よさを実感する子どもも見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 成果と課題 

(1)   成果 

ア 余裕時数の捻出 

     各単位時間の学習において働かせる数

学的な見方・考え方とは何かを教材研究

等で明らかにし，指導導計画を立てたこ

とにより，ねらいを明確にした授業づく

りができた。 

また，第１～４時目については実質３ 

時間の指導で済んだり，他の時間では 45

分かけずに目標を達成できたりする場合

もあった。最終的には，予定していた時

数より２時間の余裕時数を捻出すること

ができ，その２時間を習熟や単元の大き

な振り返りの時間に充てることができた。 

(2)  課題 

ア  学習内容の本質を捉えること 

    中学校での数学へのつながりを見据え

て，単元で成長させる数学的な見方・考

え方を明らかにしたり，内容のまとまり

を意識して，教える部分と考えさせる部

分を区別したりする等，学習内容の本質

を捉えることに苦労した。単元末の「つ

ないでいこう算数の目～大切な見方・考

え方～」のページ等を参照しながら，教

科書の編集意図を正しく把握し，単元や

題材など内容や時間のまとまりの中での

本質を捉え，実践を進めていきたい。 
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実践③ 盛岡市立玉山中学校 第１学年「方程式」 

指導者 山田 奈美子 

１ 指導構想 

(1)  内容のまとまり 

     第１学年「Ａ 数と式」(3)一元一次方程式ア，イ 

(2)  単元の目標 

   ア【知識・技能】 

     一元一次方程式についての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに，事象を

数理的に捉えたり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりすることができる。 

   イ【思考・判断・表現】 

     文字を用いて数量の関係や法則などを考察している。 

   ウ【主体的に学習に取り組む態度】 

     一元一次方程式について，数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え，

数学を生活や学習に生かそうとしたり，問題解決の過程を振り返って評価・改善しようと

したりしている。 

 

(3)  単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 方程式の必要性と意味及

び方程式の中の文字や解

の意味を理解している。 

② 簡単な一元一次方程式を

解くことができる。 

③ 等式の性質と移項の意味

を理解している。 

④ 事象の中の数量やその関

係に着目し，一元一次方程

式をつくることができる。 

⑤ 簡単な比例式を解くこと

ができる。 

① 等式の性質を基にして，一

元一次方程式を解く方法

を考察し表現することが

できる。 

② 一元一次方程式を具体的

な場面で活用することが

できる。 

① 一元一次方程式の必要性

と意味及び方程式の中の

文字や解の意味を考えよ

うとしている。 

② 一元一次方程式について

学んだことを生活や学習

に生かそうとしている。 

③ 一元一次方程式を活用し

た問題解決の過程を振り

返って検討しようとして

いる。 

(4)  指導と評価の計画（15時間） 

     本単元では，方程式を等式とみて，等式の性質を用いて解くことを学習する。そのあとに，

等式の性質を用いた解法から，移項という見方に発展させることにより，方程式が一定の手

順によって解けることの良さを感じさせる。また，文章題もその中の数量の間の関係を方程
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式におきかえれば，それを解くことによって解決できるということのよさを感得させて，方

程式を活用していく態度を育てたい。 

      本単元の指導に当たっては，小学校の学習内容との関連を図るとともに，中学校で学習し

た「正負の数」，「文字と式」との関連に配慮し，特に「文字と式」については，方程式の指導

を通しても定着を図ることを意識していきたい。 

      そこで，本単元の指導計画に次のような工夫を加える。 

◆等式の性質の学習では，具体的な操作と対応させながら式変形を提示して，説明させる。

このような学習活動を通して，数学的な根拠をもとにして考えを進め，数学的な思考力

を伸ばすようにしていきたい。 

◆方程式を解く場合には，解を求めることに重点を置くのではなく，解く過程で等式の性

質がどのようにかかわっているかに着目させ，どの性質を利用すれば解けそうかという

見通しをもたせたり，どの性質を利用して解いているかを意識させたりするようにした

い。 

◆方程式の活用の場面では，身近で親しみやすい，解いてみたいと感じる，または方程式

を使う必要性の感じるものを扱い，積極的に方程式を活用していこうとする態度を育て

ていきたい。 

 

時

間 
目標 

評価規準（評価方法） 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

１ 等式の左辺と右辺の関係に着目

し，一次方程式について等式が成

り立つ条件を満たす文字の値を調

べる数学的活動を通して，方程式

とその解の意味を理解し，文字に

値を代入して方程式の解を求める

ことができる。 

〇知① 

（行動観察） 

 ・〇態① 

（行動観察，振り返り

シート１） 

２ 

３ 両辺の関係を変えないことに着目

し，具体物の操作等の数学的活動

を通して等式の性質を知り，これ

を基に一元一次方程式を解く方法

について考察し表現できる。 

〇知③ 

（行動観察） 

・思① 

（行動観察，ノート） 

・〇態① 

（行動観察，振り返り

シート２） 

４ 左辺にある数の項，右辺にある文

字の項に着目し，等式の性質を利

〇知②③ 

（行動観察） 

・思① 

（行動観察，ノート） 

・〇態①② 

（行動観察，振り返り
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５ 用して式を変形する数学的な活動

を通して，一元一次方程式の解き

方を考察することができる。 

○小テスト シート３） 

６ 

本

時 

係数に着目して，等式の性質を利

用して式を変形する数学的活動を

通して，より効率よく解く方法を

考察することができる。 

〇思① 

（行動観察，ノート） 

・〇態①② 

（行動観察，振り返り

シート４） 

７ 

８ 問題の中にある数量に着目して数

量の関係を整理して考える見方・

考え方を働かせ，問題の中の数量

の関係を捉え，一元一次方程式を

つくる数学的活動を通して，具体

的な問題について，一元一次方程

式を活用して問題を解決すること

ができる。 

〇知①④ 

（行動観察，小テ

スト） 

・思② 

（行動観察，ノート） 

・〇態③ 

（行動観察，振り返り

シート５） ９ 

10 

11 

12 既習の等しい比の性質を振り返

り，等しい関係に着目し，比例式が

成り立つ文字の値を調べる活動を

通して，比例式の性質を理解し，具

体的な問題について比例式を活用

して問題を解決することができ

る。 

〇知⑤ 

（行動観察，小テ

スト） 

・思② 

（行動観察，ノート） 

・〇態②③ 

（行動観察，振り返り

シート６） 

13 

14 単元全体の学習内容についてのテ

ストに取り組み，単元で学習した

ことがどの程度身についているか

を自己評価することができる。 

○①～⑤ 

（単元テスト） 

○思① 

（単元テスト） 

〇思② 

（単元テスト） 

○態①②③ 

（単元テスト） 

15 
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(5) 本時の指導（6／15時目） 

ア 板書計画 

  

イ 主な発問と指導上の留意点 

T：今日の一次方程式が今まで

と違うところは？ 

S：整数ではない。小数がある。 

T：今日は係数が整数ではない

一次方程式の解き方について

考えてみましょう。 

＜学習課題設定＞ 

T：今まで勉強したことを思い

出しながら，自分で解いてみ

ましょう。 

※友達同士で答えを確認した

り，解き方を教えあったりし

てよいことを伝える。 

※代表者に板書をさせ，全員で

解き方を確認する。その際，

どの性質を利用しているか

を意識させる。 

T：今までと同じようにして解

くことができたけど，もっと

楽に解くことはできないか

な？ 

S：うーん。よくわからない。 

T：今まで習ったことを使って， 

小数の式を整数に変形させる

ことはできないだろうか？ 

S：10倍すると整数になる？ 

S：式を 10倍していいの？ 

S：等式の性質③を使えばいい

んじゃない？ 

T：今みんなが考えたことを使

ってもう一度方程式を解いて

みましょう。 

※等式の性質を意識させなが

ら，解いていく。 

S：答えが同じになった！ 

S：こっちのほうが解きやすい。 

T：10 倍すると今までの計算と

同じように解けそうですね。 

T：それでは，次はどんな問題だ

と思う？ 

S：何だろう？分数！？ 

T：係数に分数を含む方程式は，

どのようにしたら解けそう

か，考えてみましょう。 

S：このまま解く？難しい。 

S：小数みたいに 10倍する？ 

S：10 倍しても整数にはならな

いんじゃない？ 

※友達同士で答えを確認した

り，解き方を教えあったりし

てよいことを伝える。 

T：分数を整数にできそう？ど

うしたらよいですか？ 

S：15を書ければよい。 

T：なぜ，15ですか？ 

S：３と５の公倍数をかけると，

どちらも約分ができて，整数

にすることができる。 

T：では，その方法を使って，解

いてみましょう。 

※両辺にかけることや等式の

性質の何を使っているかを

意識させながら全員で解く。 

T：分母の最小公倍数を両辺に

かけて，整数の式に変形する

ことを「分母をはらう」といい

ます。 

＜評価問題＞ 

＜まとめ＞＜振り返り＞ 
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２ 授業の実践 

(1)  当日の板書記録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)  授業の実際と考察 

  ア 小数が係数の一次方程式の処理 

１問目の係数が小数の一次方程式を

解くこと自体には大きな抵抗は見られ

なかったが，最後の係数で割る場面で

小数÷小数を正確に計算できない生徒

がいたため，小数を整数に直してから

計算をする有効性をより実感させるこ

とができた。 

 

イ 等式の性質との位置づけ 

一次方程式を解く場面では，常に等 

式の性質の何を用いるかを意識させな

がら解くように指導をしてきた。 

本時の授業では，小数を整数にする 

ために両辺に 10をかけることが「Ａ＝

ＢのときＡＣ＝ＢＣ」の等式の性質を用

いていることを見いだした場面で，生徒が

納得できている反応があり，それまでの指

導の成果を見ることができた。 

ウ 分数が係数の一次方程式の処理 

係数が分数の一次方程式では，小数の時

に比べると苦戦している様子が見られた。

小数のときと同じように，両辺に何かの数

をかけて整数に直して計算するという発想

にはなかなか至らなかった。通分をして計

算しようとする生徒もいたが，それをうま

く分母をはらう手順につなげることは難し

かった。しかし，分母の最小公倍数を求め

ることにはあまり抵抗を感じる生徒が少な

く，その数を両辺にかけることによって，

分数を整数に直すことができるということ

を学習した後は，計算の見通しをもつこと

ができ，分数が苦手な生徒たちも「解けそ

うだ」という気持ちを持たせることができ

た。 

 



22 

 

３ 成果と課題 

（1） 成果 

ア 小数，分数の計算が苦手な生徒が多

いという実態から，「係数が整数ではな

い一次方程式を解く場面」をこの単元

の核とし，授業構想を考えた。その結

果，等式の性質の扱い方やそれを用い

て一次方程式を解く場面では，今まで

の授業以上に丁寧に説明できたり，生

徒に問うたりすることができ，一次方

程式の解き方と等式の性質の性質を関

連付けながら解くことを意識させるこ

とができた。また，計算問題に取り組

ませたときに，分数の計算には手を出

そうとしない生徒でも一次方程式の係

数が分数の問題は解こうとしている場

面が見られるなど，本時の指導が生徒

の数学を学ぶ態度の育成につながった

ことを感じた。 

イ 内容のまとまりを意識しながら授業

を進めることで，単位時間内で無理や

り教え込むのではなく，生徒のその時

の実態に応じて，少しずつ習得させて

いく余裕を持つことができた。また，

単元の中で主たる評価規準の観点に応

じて，指導に軽重をつけることで，授

業にもメリハリが出た。 

 

(2)  課題 

ア 単元や題材など内容や時間のまとま

りを意識した単元の指導計画を作って

授業することが有効であることを実感

することができたが，全学年を 1人で

受け持っている状況では，全ての学年，

単元でそれを実行することはなかなか

難しいと感じている。 

イ どの単位時間の学習を単元の核にす

るかで，単元の指導計画や単位時間の

目標などが変わってくるので，生徒の

実態を捉え，どのような力をつけたい

のかを明確にしておく必要がある。ま

た，授業者の指導観や生徒観などが偏

らないように他の数学科教員と交流を

したり，研鑽を積んだりする必要があ

ると思う。 
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 実践④ 盛岡市立黒石野中学校 第１学年「方程式」 

指導者 菊池 貴洋 

 

１ 指導構想 

(1)  内容のまとまり 第１学年「Ａ 数と式」(３)一元一次方程式ア，イ 

（2） 単元の目標 

ア【知識・技能】 

一元一次方程式についての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに，事

象を数理的に捉えたり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりすることが

できる。 

イ【思考・判断・表現】 

  文字を用いて数量の関係や法則などを考察している。 

ウ【主体的に学習に取り組む態度】 

一元一次方程式について，数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考

え，数学を生活や学習に生かそうとしたり，問題解決の過程を振り返って評価・改善

しようとしたりしている。 

 

(3） 単元の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

① 方程式の必要性と意味及

び方程式の中の文字や解

の意味を理解している。 

② 簡単な一次方程式を解く

ことができる。 

③ 等式の性質と移項の意味

を理解している。 

④ 事象の中の数量やその関

係に着目し，一元一次方

程式をつくることができ

る。 

⑤ 簡単の比例式を解くこと

ができる。 

① 等式の性質を基にして，

一元一次方程式を解く方

法を考察し表現すること

ができる。 

② 一元一次方程式を具体的

な場面で活用することが

できる。 

① 一元一次方程式の必要性

と意味及び方程式の中の

文字や解の意味を考えよ

うとしている。 

② 一元一次方程式について

学んだことを生活や学習

に生かそうとしている。 

③ 一元一次方程式を活用し

た問題解決の過程を振り

返って検討しようとして

いる。 

 

(4)  指導と評価の計画（15時間） 

    本単元では，方程式の必要性と意味及びその解の意味を理解し，等式の性質を基にし

て一元一次方程式を解く方法について考察し表現する。そして，それらを通して代数的

な操作のよさを理解するとともに，一元一次方程式を具体的な場面で活用できるように

学習する。 
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     本単元の指導に当たっては，上記のことを理解するとともに，具体的な問題の解決に

必要な程度の方程式が解けるようにし，それを活用できるようにする。また，求めた解

や解決方法が適切であるかを振り返って考えることができるようにしていきたい。 

     そこで，本単元の指導計画に次のような工夫を加える。 

     ◆方程式の利用の場面では，日常の問題を数学化することを意識的に捉えさせ，方程

式を使って解決することの有用性を感じさせ，積極的に問題解決に活用する態度

を育てたい。 

◆単位時間ごとに行う「知識・技能」についての評価をその後の学習指導に生かし，

小単元末の第３時，７時，11時，15時に記録に残す評価を行う。 

      ◆単元の核となる時間を 12時間目とし，そこまでに一元一次方程式を解くことや方

程式の解の意味の定着を小単元ごとに調べ，適宜補っていく。また，問題解決の

過程を振り返って検討することを大切にするために，解の吟味を行う。 

時

間 
目標 

評価規準（評価方法） 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に

取り組む態度 

１ 方程式を変数が満たすべき条件とい

うことに着目し，具体的な事象に変数

を代入することを通して，方程式の意

味や解などの基礎的・基本的な概念や

性質を理解することができる。 

・知① 

（発言，ﾉｰﾄ） 

  

２ 

３ ○知① 

（発言，ﾉｰﾄ） 

 ○態① 

（行動観察，振

り返り） 

４ 等式の性質に着目し，方程式の解き方

を考察する学習を通して，簡単な一次

方程式を解くことができる。 

・知③ 

（発言，ﾉｰﾄ） 

○思① 

（机間指導，発言・つぶ

やき，ノート，振り返り

シート） 

 

５ ・知②③ 

（発言，ﾉｰﾄ） 

６ ・知② 

（発言，ﾉｰﾄ） 

７ 教科書の基本の問題に取り組み，学習

内容の定着について自己評価できる。 

○知②③ 

（小テスト） 

 ○態① 

（行動観察，振

り返り） 

８ 数量の間の関係に着目し，具体的な事

象を方程式で表し検討する活動を通

し，具体的な場面で方程式を活用する

ことができる。 

・知① 

（発言，ﾉｰﾄ） 

 ・態② 

（行動観察，振

り返り） 
９ ○知④ 

（発言，ﾉｰﾄ，

適用問題） 

・思② 

（机間指導，発言，つぶ

やき，ノート，小テスト） 

10 

11 
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12 

本

時 

問題の条件に着目し，一次方程式を利

用して得られる解や解決の方法が適

切であるかどうかを考えることがで

きる。 

 ○思② 

（ノート，つぶやき，振

り返り） 

・態③ 

（行動観察，振

り返り） 

13 比の値を使って比例式の性質につい

て考察し，簡単な比例式を解くことが

できる。 

○知⑤ 

（発言，適用

問題） 

  

14 単元で学習したことがどの程度身に

ついているかを自己評価できる。 

○知①～⑤ 

（単元ﾃｽﾄ） 

○思①② 

（単元テスト） 

 

15 

 

 

(5)  本時の指導（12／15時目） 

ア  板書計画案 

 

 

あなたなら… 

通す？●人 通さない？●人  

・前回から変えてはいけないこと 

発表の合計 175分       

 ９クラス発表 ８回交代 

・３－５の願い 

 交代が３分に減る 

 1クラス 18分発表 

 

(6)  主な発問と指導上の留意点（※） 

Ｔ:前に解いたこの問題覚え

てる？（問題提示）合唱コ

ンクールの交代時間を調

べたよね。実は，この話し

合いの時に，３－５からこ

んな意見が出たんだ。 

 

今年は最後だから３曲歌

いたい。交代なら３分もあ

ればできるから１クラス

の発表時間を 18 分に増や

してほしい。 

Ｔ：３－５から出された意見

についてあなたが実行委 

員だったらどうしますか。 

今見た感じでいいから。 

意見を通す？通さない？ 

Ｓ：（生徒は感覚的に挙手） 

Ｔ：では問題の条件を整理し

てみよう。変えていけない

ことは？ 

３-５の意見 
課題①：３－５が納得できるよ

うな回答を考えよう。 

交代の時間をｘ分とすると 

１８×９＋８ｘ＝１７５ 

１６２＋８ｘ＝１７５ 

    ８ｘ＝１３ 

    ｘ＝
13
8 （１．６２５） 

交代は３分で行うので，それより

も短いのでできない。 

交代を減らすこ

とは問題なし 

交代時間が 3 分

で足りないかも 

合計が 175 分

を超えるかも

しれない。 

課題②：３－５のために代案を

考えよう。 

交代はそのまま 交代を短くしたら？ 

交代の時間はそのままで何分発表できるか？ 

発表時間をｘ分にして考える。 

発表時間をｘ分とすると 

９ｘ＋３×８＝１７５ 

  ９ｘ＝151 

   ｘ＝１６．７７７ 

交代が３分なら発表時間は 

16分ならあげられる。 

解がそのまま，問題の答えにならない

こともある。 

９×１８＋３×８＝１８６ 

発表時間の合計が 175 分を超

えるので３-5の意見は通せない。 
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Ｓ：発表時間が 175分９クラ

ス発表（８回交代） 

Ｔ：３－５のお願いは？ 

Ｓ：交代を３分に変えるこ

と。 

1 クラスの発表を 18 分

に増やすこと。 

Ｔ：まず，１クラスの発表時

間を伸ばしたり，交代を短

くしたりすること自体に

問題ある？ 

Ｓ：問題ない。 

Ｔ：もし問題が起きるとした

ら，どういうとき？ 

Ｓ：発表を長くしたら，交代

時間が足りなくなるとか

… 

Ｔ：つまり，発表が 18分だ 

ったら交代は何分あるか

調べれば，交代が足りるか

どうか分かるってことだ

ね。 

では，３－５が納得するよ

うな回答を考えていこう

か。 

３－５が納得できるよう

な回答を考えてみよう。 

Ｔ：では早速回答を考えよ

う。 

Ｓ：（問題解決） 

Ｔ：それではどのように説明

したか，全体で交流しま

す。 

Ｓ：（合計時間を調べる方法） 

９×１８＋３×８＝１８６ 

発表時間の合計が 175 分を超

えるので３－５の意見は通せな

い。 

（方程式を使う） 

 交代の時間をｘ分とすると 

１８×９＋８ｘ＝１７５ 

１６２＋８ｘ＝１７５ 

    ８ｘ＝１３ 

     ｘ＝
13
8 （１．６２５） 

交代は３分で行うので，それより

も短いのでできない。 

Ｔ：みんなが調べたことか

ら，３－５の意見は？ 

Ｓ：通すことができない。 

Ｔ：では，３－５のために変

わりの案を出したいんだ

けど，どうしたらよいで

すか。 

Ｓ：交代を短くする。 

Ｔ：交代はこれ以上短くする

のはちょっと難しいんだ

よね。 

だから交代を３分のまま

で，発表を減らす。 

Ｔ：では交代の時間はそのま

まで，何分までなら発表で

きるかな？ちょっと調べ

てみよう。 

Ｓ：（自力解決） 

発表時間をｘ分にすると， 

 ９ｘ＋３×８＝１７５ 

  ９ｘ＝151 

   ｘ＝１６．７７７ 

 つまり 16分くらいまでな

らあげられそう。 

Ｔ：さっきのただの「意見を

通せない」と言う意見に比

べて，方程式で調べたのは

どう？ 

Ｓ：方程式だと，新しい提案 

もできて，便利。 

 方程式を使って，適切な時

間を教えられていてよい。 

Ｔ：ちなみになんで方程式を

使おうと思ったの？ 

Ｓ：求めたいものがわからな

かったから。 

  方程式を解く手順にあ

てはまりそうだったから。 

  昨日まで方程式をやっ

ていたから。 

Ｔ：このように，最後は方程

式を使って代案まで考え

ることができたね。前時ま

でも方程式を使って問題

解決してきたわけだけれ

ども，今日の問題につい

て，これまでの問題と違う

点に気が付く人はいませ

んか？【振り返り（本時の

学びを価値づける）】 

Ｓ：解が割り切れない。 

方程式の解がそのまま，問

題の答えとして使えない。 

Ｔ：では，その振り返りを基

に今日の感想を書いてみ

ましょう。 

Ｓ：方程式を使っていつもの

ように問題を解くことがで

きた。でも方程式の解がそ

のまま「実際の問題の答え」

になるとは限らないから，

条件に合う答えか確認する

ことが必要！ 
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２ 授業実践 

(1)  当日の板書記録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)   授業の実際と考察 

ア 課題設定の工夫 

    本時は「方程式を使うよさ」を気

付かせるために，日常生活に活用で

きる問題を扱った。 

課題①では「交代時間を減らして，

発表時間を増やしてもよいか」とい

う，方程式を使わなくても解決する

ことができる問題に取り組ませた。 

その上で，課題②では「発表時間

は何分までなら増やせるのか」とい

った方程式を用いることで，より正

確な時間を調べられる問題に取り組

ませた。このことにより，課題①と

の解決方法を比較させる中で方程式

を用いるよさを自発的に気付く機会

となった。その後，教科書の問題を

発展させた問題に取り組ませた。教

科書の問題にアレンジを加えること

は，生徒の発言や思考を想像するこ

とにつながり，指導計画をより具体

的に考えることにもつながった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 指導計画に変更を加えながらの学習 

指導と評価の計画における評価規準

に沿った評価を行い，指導計画に変更を

加えながら授業を進めることとした。 

実際の指導では，３時間で指導する計

画としていた小単元「方程式とその解」

において，２時間で計画していた内容ま

で学習を進めることができた。そこで，

生じた１時間を小単元「一次方程式の利

用」の導入に割き，本時の学習の充実に

つなげることができた。 

また，単元の終末で生じた余裕時間を

用いて，問題解決の過程を，単元の始め

と単元の終末で比べ，どのような変遷が

あったのかを振り返らせた。その結果，

方程式を用いることでどのような有用

性があるのかを考えるきっかけになっ

た。 

ウ 振り返りの充実 

小単元ごとに「わかったこと」「わか

らなったこと」「自分で調べようと思っ

たこと」を記述させた。振り返りの記述
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内容から，生徒の調べようと思ったこと

や疑問を次の授業の導入に生かし，問題

のアレンジにつなげるようにした。この

ことで，生徒の思考をつなげた授業とな

り，スムーズな導入にできた。 

 

 ３ 成果と課題 

(1)   成果 

       ア 今回の実践にあたり，総括の記

録に残す評価を行う機会を小単元

ごとに行うこととした。１時間ご

とに生徒を評価するということか

ら，複数時間で生徒の変容を見取

っていくという指導観に変わった

ことで，生徒の習熟具合や振り返

りの様子を毎時間捉えながらそれ

に合わせて授業構想を考え直すこ

とができた。そのため，生徒の理

解度も上がったように感じている。

また，余裕をもって評価をするこ

とができた。 

      イ 本時の授業では，２つのポイン

トをもつことで「方程式を使うこ

との必要性・有用性」を考えさせ

ることができた。 

１点目は，課題設定の工夫である。

このことにより，下の生徒の振り返

りの記述にあるように，方程式の有

用性や求めたい数値を適切に求め

られるという便利さに気付かせる

ことができた。 

 

     ２点目は問題の工夫である。こ

のことにより，下の生徒の振り返

りの記述にあるように，「方程式を

使うと見やすくなる」や「正確に

できる」など方程式の有用性に気

付かせることができた。 

 

 

(2)  課題 

ア 問題にアレンジを加える場合は，

数値の設定を含め，吟味が必要で

ある。 

生徒にとって考えがいのある問

題となるようにすることや様々な

発想につながるようにしていくな

ど，生徒が数学的な見方・考え方

をどのように働かせるのかまで考

える必要がある。 

イ 学習内容の価値や必要性を感じ

させるために，今後も既習内容と

の共通点や相違点を比較させるこ

とを続けていく必要があると感じ

た。 

また，「どうしてどのように解

いたのか」とか「なぜそう考えた

の」という「発想の源を問う発問」

を積極的にすることで，学習内容

の本質的な理解を生徒たちの思

考の中から生み出せるのではな

いかと考える。 
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Ⅸ 研究のまとめ 

 本研究では，算数・数学科におけるねらい

を明確にした授業づくりの在り方について，

授業研究を中心に進めてきた。 

 授業研究では，授業者それぞれが，単元や

題材など内容や時間のまとまりを意識して

「指導と評価の計画」を考え，それを基に授

業構想を練った。また，単位時間の目標設定

に当たっては，学習指導要領の内容を踏まえ，

その時間において，働かせる数学的な見方・

考え方，中心となる数学的活動，育成を目指

す資質・能力を具体化して実践を行った。 

 以下，本研究の成果と課題を述べる。 

 

１ 成果 

(1) 授業の質の向上 

ア 単元や題材など内容や時間のまとま

りを意識した指導計画の工夫に基づく

授業構想をすることで，ねらいを明確に

した授業となり，数学的な活動の精選や

系統化が図られた。 

イ ねらいを明確にした授業構想により，

問題解決型と呼ばれる一般的な展開の

型から脱した授業が行われた。 

ウ 総括の記録に残す評価を毎時間行わ

ない評価計画により，指導者が余裕をも

って授業に臨むことができ，児童生徒へ

の教師の関わりの充実が図られた。 

(2) 指導計画の弾力的な運用 

ア ねらいを明確にして指導計画を作成

したことにより，教科書会社が例示した

指導計画に工夫を加え，単位時間同士の

つながりを強化することができた。 

イ 指導に生かす評価をもとに指導計画

に変更を加えながら学習を進めたこと

により，余裕時間の捻出ができた。 

(3) 「数学的な見方・考え方」の育成 

ア 複数時間での評価を進めることによ

り，児童生徒の変容をより確かに見取る

ことができ，数学的な見方・考え方の成

長につなげる価値付け等を適切に行う

ことができた。 

２ 課題 

(1) 「指導と評価の計画」の作成の進め方 

単元や題材など内容や時間のまとまり

を意識して「指導と評価の計画」を作成

する際には，多面的に考えることが必要

である。教材研究を含め，どのように「指

導と評価の計画」の作成を進めていくこ

とが学習の質の向上につながるのかを探

っていく必要を感じた。また，単位時間

の具体的な目標設定に難しさを感じる授

業者も多かった。 

(2) シンプルな授業展開 

単元や題材など内容や時間のまとまり

を意識した授業構想では，様々な関連付

けのもとでの授業となりがちである。「主

体的・対話的で深い学び」を促す教師の

関わりが適切に行えるよう授業展開をシ

ンプルにすることを心掛けたい。 
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